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研究成果の概要（和文）：本研究では、自閉症スペクトラム障害児における食事場面の特徴に関する変化を明らかにす
ることを目的に、自閉症モデルラットを用いて離乳期（生後11～25日）の摂食行動を計測した。その結果、自閉症モデ
ルラットでは食事中のラット同士の体幹接触が少ないこと、同時に食餌摂取する回数が少ないことが明らかになった。
また、昼間と夜間の食餌摂取量について検討を行った。その結果、健常ラットでは夜間の食餌摂取量が昼間よりも有意
に多いものの、自閉症モデルラットでは昼夜の差がほとんど認められなかった。そのため、自閉症モデルラットでは摂
食行動が変化するとともに、日内の食餌摂取パターンも変化していることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to identify the change and process of these characteristics in 
childhood, hence, the feeding behavior of autism-model rat pups were examined through the weaning 
period　(from 11th postnatal day to 25th). As a result, the number of contacts and the average number of 
meals ingested together of the two autism-model rats group showed lower numbers significantly compared 
with the group of healthy rats. In addition, we measured the amount of food intake in daytime and 
night-time. The results showed that the amount of food intake of night-time in the group of healthy rats 
significantly greater than the amount of daytime. However, there was no significant difference between 
the amount of food intake of daytime and night-time in the group of autism-model rat pups. These findings 
indicate that the rat pup models of autism displayed some characteristic feeding behaviors and the 
circadian variation in feeding behaviour could be different between the autism-model rats.

研究分野：摂食嚥下リハビリテーション
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１．研究開始当初の背景 
 
自閉症は「社会的な相互交渉の障害」「コ
ミュニケーション機能の障害」「活動と興味
の範囲の著しい限局性」の三つを主徴とする
広汎性発達障害であり、自閉症スペクトラム
（ASD）は日本国内で 1000人に 6～10名と
いう高い頻度を示している。 

ASD児については、社会生活上の問題点以
外にも、食事場面で大きな問題点がみられる
とされ、90％の ASD 児に食事の問題が認め
られると報告されている。この多くは「嗜好」
や「食べる意欲」、「咀嚼」に関する問題が
ASD児で広くみられ、これらに対する介入が
保護者への支援が強く求められていると考
えられる。これらに対し、定型発達児などを
模範とする様々な行動療法が行われている
が、大規模な介入研究などはほとんど行われ
ておらず、その成果は明らかではない。 
また、ASD児の食事の問題点は、「他人と
一緒に食べない」「慣れない場所では食べな
い」「食事の時間帯が一定しない」といった
「食事環境の問題」と、「咀嚼しない」「固い
ものを嫌がる」といった「食物処理機能」の
問題に大別される。これらは保護者との食事
のみならず、社会的な食事場面での障害、コ
ミュニケーションの機会の喪失、活動の限局
性の増悪などの原因となりうるとされる。 
申請者は、ASDモデル仔ラットを用いた実
験で、哺乳期には対照ラットと比較して摂食
行動上大きな差異が生じないことを明らか
にしている。また、仔ラットの離乳が完了す
る生後 21 日までの期間では人工飼育下でも
母獣飼育と同等の体重増加を得ることが可
能であった。しかし、ASDモデルラット同士
を飼育した場合、仔ラットが食餌を自分で探
索し、摂取する行動には特異性があることを
見出した。それは、「他の仔ラットと同時に
食餌摂取しない」「一回の食事時間が短い」
「摂取量総量は対照ラットと大差がない」点
であり、ASD児の食行動においても類似する
ことが多い。一方で、対照ラットと飼育した
場合、これらの特異点が軽減するラットが認
められ、「食環境の変化が ASDモデルラット
の摂食行動を改善させる可能性」を解明でき
るとの着想に至った。 
 
２．研究の目的 
  
本研究は、ASD児の摂食行動の特徴につい
てモデルラットを用いて再現し、ASD児と同
様の摂食行動の特徴を抽出・標準化すること
を目的とした。 
そのため、対照ラットの存在や摂食環境の
変化を与え、摂取量や時間帯などを用い ASD
モデルラットの摂食行動の変化を客観的に

計測、検討した。 
 
３．研究の方法 
自閉症モデルラットは Narita らの方法に
従って以下のように作成した。妊娠 10 日目
のSprague-Dawley 雌ラットに800mg/kgのバ
ルプロ酸 を含んだ生理食塩水を経口投与し、
その仔ラットを自閉症モデルラットとした。
また，別の妊娠ラットでは妊娠 10 日目に生
理食塩水を経口投与し、その仔ラットを対照
ラットとして用いた。自閉症モデルラットと
対照ラットとしては、いずれも雄 rat のみを
実験に用いた。出生後はそれぞれの母獣とと
もに仔ラットを通法に従って飼育した。なお、
動物飼育施設の温度は摂氏 22～24 度，湿度
は約 50％とした。明期は 8 時から 20 時、暗
期は 20 時から 8時に設定した。 
生後 11 日目以降に母獣と仔ラットを 2 匹
ずつ別ケージに隔離し、自閉症モデルラット
同士（A群）、自閉症モデルラットと対照ラッ
トの混合（B群）、対照モデルラット同士の群
（C 群）に分けてそれぞれ別のケージで飼育
を開始した（図 1）。ペレット状食餌および
水分はどの群でも自由摂取とした。 

図 1 各ラット群作成のフローチャート 
 
生後 11 日で群分けを行った後、別の実験
系統を組み、生後 13 日、17 日、21 日、25 日
に自閉症モデルラットと対照ラット各1匹を
ケージに入れて飼育する群分けを行い、29 日
まで実験を行った（それぞれ G11、G13、G17、
G21、G25 とする）。 
 
この状態で、 
①生後 21～25 日まで各ラットの体重 
②各群の食餌摂取量 
③1 時間あたりに 2 匹のラット同時に食餌を
摂取する回数 
④食事摂取 10 分あたりにラット同士の体幹
が接触する回数 
を計測した。 

 
４．研究成果 
 
1）体重および食餌摂取量 
各ラットの体重増加について図2、3に示す。
図2は自閉症モデルラットと対照ラットの体
重増加を示す。実験期間を通して両ラットの
間に有意差はみられず、異常な脱毛や行動な



どはみられなかった。図 3は G11 から G29 の
自閉症モデルラットの体重増加を示す。どの
群間にも体重増加に差はみられず、異常行動
も観察されなかった。 

図 2 自閉症モデルラットと対照ラットの 
体重の推移 

 
図 3 G11～25 各群のラットの体重の推移 

Ooka Takafumi 
図 4 自閉症モデルラットと対照ラットの 
明期および暗期の食餌摂取量 

 
図 4は、自閉症モデルラットと対照ラットの
昼間および明期と暗期の食餌摂取量を示す。
自閉症モデルラットは明期の摂取量が暗期
に比べて多かったが、昼夜の差が少なかった。
一方、対照ラットはほとんどの食餌摂取を暗
期に行っていた。また、合計の食餌摂取量は
自閉症モデルラットと対照ラットの間に差
はみられなかった。 
 これらから、自閉症モデルラットは離乳期
に母獣と分離して飼育しても対照ラットと

同等の体重増加を得られること、群分けを行
う時期が変化しても体重増加の推移は変化
しないことが示唆された。 
 食餌摂取に関しては、総量は自閉症モデル
ラットと対照ラットで同等であるものの、食
餌摂取を行う時間帯が異なり、自閉症モデル
ラットでは日内のうち昼間に比較的多く食
餌摂取を行っていた。これは、本来の SD ラ
ットが夜行性であり、夜間を中心として食餌
摂取を行う日内パターンとは異なるもので
あった。 
 
2）摂食行動 

図 5 各群で同時に食餌を摂取する回数 
 

図 6 摂食中に体幹が接触する回数 
 
各群のラットが同時に食餌を摂取する回
数、および 10 分あたりの摂食行動中に 2 匹
のラットの体幹が接触する回数を図5および
6 に示す。同時に食餌を摂取する回数と体幹
の接触回数のいずれにおいても自閉症モデ
ルラット同士の群は他の群と比較して低い
数値を示した B群と C群では、同時に食餌を
摂取する回数は明期よりも暗期の方が多か
った。実際の行動観察では、対照ラットが自
閉症モデルラットに接近する場面がみられ



たが、自閉症モデルラットがこれを避ける様
子はみられなかった。この点は自閉症児とモ
デルラットの行動に差がある点であり、自閉
症モデルラットの行動が対照ラットにより
変化する可能性があると考えられる。 

 
図 7 自閉症モデルラットと対照ラットが 
同時に食餌を摂取する回数 

図 8 自閉症モデルラットと対照ラットが 
摂食中に体幹が接触する回数 

 
 自閉症モデルラットと対照ラットを1匹ず
つケージに入れ、生後 29 日まで飼育した際
の結果を図 7および 8に示す。同時に食餌を
摂取する回数および摂食中に体幹が接触す
る回数のいずれも早期に健常ラットと飼育
を開始した群の方が高い値を示す傾向にあ
った。特に、生後 11 日、13 日に群分けを行
った場合、生後 29 日の時点での同時に食餌
を摂取する回数および摂食中に体幹が接触
する回数はほとんど同じであった。しかし、
生後 21日あるいは 25日に群分けを行った場
合、いずれの数値も生後 11 日に群分けを行
った場合の数値よりも著しく低かった。これ
らのことから、自閉症モデルラットの摂食行
動の特徴は対照ラット飼育することによっ
て変化し、早期に健常ラットと飼育した群の
方が摂食行動を他ラットと同時に起こしや
すくなる可能性があると考えられる。 
 
 以上の研究成果から、自閉症モデルラット
では対照ラットとの飼育や日数によってそ

の摂食行動の特徴が変化するとともに、日
内の食餌摂取パターンが対照ラットとは異
なっていることが示唆された。 
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